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情報公開条例に基づく開示状況
■ 実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

※請求された公文書の主な内容…救急及び防火対象物に関する文書など
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

実　施
機関名

管理者
議　会
監　査
合　計

請求
件数

19
0
0
19

公文書
件　数

62
0
0
62

全部開示

4
0
0
4

部分開示

15
0
0
15

不開示

決　定　区　分　等

0
0
0
0

却　下

0
0
0
0

取下げ

0
0
0
0

映像通報システム（Live119）
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム

（
L
i
v
e
119
）
と
は

消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
に
、消
防
組
合
か
ら
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

★
消
防
協
力
者
表
彰

　
佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
5
年
5
月
29
日（
月
）、佐
倉

市
直
弥
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に

お
け
る
救
急
活
動
】

　
遠
藤 　
毅 

さ
ん

　
大
木 

博
史 

さ
ん（
写
真
）

　
岩
崎 　
伸 

さ
ん

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令和 5 年 度  決 算 状 況

1  分担金及び負担金
2  使用料及び手数料
3  国庫支出金
4  県支出金
5  財産収入
6  寄附金

決算額（円）区分
4,345,063,695

1,976,880
14,818,000

80,000
1,509,513

0

構成比（％）
95.3
0.0
0.3
0.0
0.0
0.0

7  繰入金
8  繰越金
9  諸収入

　歳入合計
10組合債

決算額（円）区分
80,184,000

0
8,878,405

107,600,000
4,560,110,493

構成比（％）
1.8
0.0
0.2
2.4

100.0

４. 構成市町別分担金

市町名
　佐倉市
　八街市
　酒々井町
　合計

区分 合計

2,658,339,769
1,202,234,761
484,489,165
4,345,063,695

常備消防費分担金

2,411,828,000
1,111,485,000
448,406,000
3,971,719,000

長期債償還分担金

246,511,769
90,749,761
36,083,165
373,344,695

庁舎建設費負担金

0
0
0
0

（円）

　人事行政運営等の状況

◎採用・退職者数 ◎職員数の状況について
1. 職員の任免及び職員数に関する状況について

採用者数
17人

◎年次有給休暇の状況（令和5年度）
6. 職員の服務の状況について

平均使用日数
11.7日

取得率
30.9%

◎育児休業の状況（令和5年度）
4. 職員の休業の状況

男性職員
1人

女性職員
1人

退職者数
13人 （採用者数は令和5年度分、

退職者数は令和4年度分）

令和5年
390人

令和6年
406人 （各年4月1日現在）

※構成市併任職員3人を除く。

職員の任用、服務や勤務条件などの人事行政の運営等の状況及び職員の給与・定員管理の状況等を管内住民の皆さんにご理解いただくため、次のとおり公表します。詳しくは、消防本部総務課　℡ 043（481）1190へ

◎勤務時間の状況（令和6年4月1日現在）
3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況について

毎日勤務職員

隔日勤務職員

開始時刻
8：30

8：30

終了時刻
17：15

8：30（翌日）

休憩時間
12：00～13：00
12：00～13：00
17：15～18：15

20：00～6：00（翌日）
※内6時間30分

休息時間

15：00～15：15
（翌日）7：00～7：15

◎職員の分限処分の状況（令和5年度）
5. 職員の分限及び懲戒処分の状況について

（注）「分限処分」とは、職員が職務を十分に果たし得ないことについて行う処分です。 （注）「懲戒処分」とは、職員の一定の義務違反に対する責任を問う処分です。

 降　任 免　職 休　職 降　給
 0 0 3 0

◎職員の懲戒処分の状況（令和5年度）
 戒　告 減　給 停　職 免　職

0 0 1 0

◎職員の平均給与月額等について
2. 職員の給与の状況

職　種

消　防
（注）給与月額とは、月々支給される給料（基本給）と諸手当（期末手当、勤勉手当及び退職手当を除くすべての手当）の合計をいいます。

令和5年4月1日現在 令和6年4月1日現在

42歳2月

平均給与 平均給与
月　 額
438,350円 40歳6月

平均年齢 平均年齢
給　料

326,000円
諸手当

112,350円
月　 額
420,342円

給　料
317,947円

諸手当
102,395円

7. 職員の研修の状況について（令和5年度）

8. 職員の福祉及び利益の保護の状況について（令和5年度）
⑴ 職員の安全と健康に関する事業

⑵ 公務災害の発生状況
⑶ 千葉県市町村職員共済組合による福利厚生事業
概　　要：共済組合負担金（標準報酬の月額及び標準期末手当等の額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：出産費支給等保健事業、年金事務、各種福祉事業を実施

⑷ 千葉県市町村職員互助会による福利厚生事業
概　　要：互助会負担金（標準報酬の月額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：千葉県市町村職員共済組合事業の補完的事業を実施

認定件数　6件

9. 千葉県市町村公平委員会の業務の状況について（令和5年度）
⑴ 勤務条件に関する措置要求の状況 該当なし
⑵ 不利益処分に関する不服申立ての状況 該当なし  

　職員の消防業務等に関する基礎研修及び専門研修として、消防大学校、千葉県消防学校、救急振興財
団などの救急救命士研修及び千葉県自治研修センターの各種研修機関などを利用し、階層別、職務別研
修などを実施しております。
　更に、一部の職員を対象とした安全運転講習や職員の一般教養に関する研修会を実施し、職員の消防、
その他の分野における能力アップを目的とした研修なども実施しております。   

　安全責任者及び産業医、衛生管理者などを選任するとともに、安全関係者会議及び衛生委員会を開催
して職員の安全と健康の確保、職場環境の改善を図っております。
　また、職員の健康管理状態を把握し、健康障害や疾病の早期発見を行うための定期健康診断や産業医
による職場巡視・健康相談などを実施しております。
　その他、災害現場での感染予防のため、Ｂ型肝炎・破傷風などの予防接種を実施しております。

通
報
者
と
指
令
管
制
員
で
映
像

の
送
受
信
を
行
う
こ
と
で
、傷
病
者

の
状
態
や
災
害
現
場
の
詳
し
い
状

況
を
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

音
声
に
よ
る
119
番
通
報
に
加
え
、

映
像
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
、迅
速
・
的
確
な
消
防
活
動

や
よ
り
効
果
的
な
応
急
手
当
を
行

う
こ
と
で
救
命
率
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
通
報

で
、指
令
管
制
員
が
必
要
と
判
断
し

た
と
き
に
通
報
者
へ
の
映
像
送
信
の

協
力
を
依
頼
し
ま
す
。

映
像
通
報
シ
ス
テ
ム（
L
i
v
e

119
）は
、事
前
登
録
や
ア
プ
リ
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
は
不
要
で
す
。

1
通
報
者
が
音
声
で
伝
え
る
こ
と

が
難
し
い
災
害
現
場
の
状
況
を

映
像
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
通
報
者
が
地
理
に
不
案
内
な
場

合
で
も
、映
像
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
出
動
場
所
を
早
期
に
特
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
指
令
管
制
員
が
送
ら
れ
て
き
た

映
像
を
見
な
が
ら
応
急
手
当
の

指
導
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
指
令
管
制
員
か
ら
応
急
手
当
の

や
り
方
が
分
か
る
動
画
を
通
報

者
に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

活
用
の
効
果

指
令
管
制
員
が
通
報
内
容
か
ら

必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
通
報
者

等
の
安
全
を
確
認
し
、映
像
通
報
シ

協
力
の
お
願
い

映
像
通
報
シ
ス
テ
ム（
L
i
v
e

119
）で
取
得
し
た
動
画
は
、現
場
状

況
の
把
握
を
目
的
と
し
て
一
定
期

間
保
存
し
ま
す
。動
画
内
に
含
ま

れ
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
は
、個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及

び
関
連
法
令
に
基
づ
き
適
切
に
管

理
し
ま
す
。

動
画
の
保
存
に
つ
い
て

使
用
の
際
の
注
意
事
項

1
指
令
管
制
員
は
安
全
を
確
認
後
に

映
像
通
報
シ
ス
テ
ム（
L
i
v
e

119
）の
使
用
を
依
頼
し
ま
す
が
、

撮
影
中
も
周
囲
の
安
全
に
注
意

し
、安
全
な
場
所
で
撮
影
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

2
映
像
送
信
に
か
か
る
通
信
料
は
、

通
報
者
側
の
負
担
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。1
分
間

当
た
り
の
デ
ー
タ
容
量
は
約
15

M
B
程
度
で
す
。通
信
料
は
契
約

の
通
信
会
社
や
契
約
プ
ラ
ン
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は

こ
ち
ら

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー

       

サ
ポ
ー
ト
体
制

本
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
、消
防
組

合
が
管
轄
す
る
地
域
内
の
救
急

現
場
で
、勇
気
を
も
っ
て
応
急
手

当
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
方（
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
）へ
、感
謝
カ
ー
ド

を
配
布
す
る
こ
と
で
感
謝
の
意

を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、応
急

手
当
実
施
後
に「
現
場
を
思
い
出

し
て
眠
れ
な
い
。」「
血
液
を
触
っ

て
し
ま
い
感
染
が
心
配
。」な
ど
、

感
じ
た
不
安
や
心
配
を
少
し
で

も
解
消
し
て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。感
謝

カ
ー
ド
に
は
相
談
窓
口
を
記
載

し
て
い
ま
す
。

災
害
出
動
等
で
、対
応
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
理
解

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、傷
病
者（
患
者
様
）に

つ
い
て
の
個
人
情
報
は
ご
回
答

で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

●
救
急
課 

救
急
管
理
指
導
係

　
0
4
3（
4
8
1
）0
1
3
9

●
佐
倉
消
防
署 

救
急
係

　
0
4
3（
4
8
1
）1
1
0
6

●
志
津
消
防
署 

救
急
係

　
0
4
3（
4
8
7
）0
1
1
9

●
八
街
消
防
署 

救
急
係

　
0
4
3（
4
4
0
）0
1
1
9

●
酒
々
井
消
防
署 

救
急
係

　
0
4
3（
4
9
7
）0
1
1
9

感
謝
カ
ー
ド【
お
も
て
】　　
　
　
【
う
ら
】

救
急
隊
員
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー

令
和
6
年
7
月
20
日（
土
）、救

急
業
務
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、救
急
隊
員
オ
ー
プ
ン
カ
ン

パ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。猛
暑

の
中
、高
校
生
か
ら
大
学
生
ま
で

の
23
名
が
参
加
く
だ
さ
り
、組
織

概
要
や
救
急
業
務
説
明
の
他
に
、

救
急
処
置
や
救
急
車
の
搭
乗
な

ど
現
場
活
動
の
疑
似
体
験
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、現
役

救
急
隊
員
と
の
座
談
会
で
は
、学

生
か
ら
様
々
な
質
問
が
あ
り
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。今
後
も

学
生
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
企

画
で
、消
防
業
務
へ
の
理
解
を
深

　
八
街
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
6
年
3
月
15
日（
金
）、八
街

市
吉
倉
で
発
生
し
た
火
災
に
お
け

る
消
火
協
力
】

　
山
本 

雅
章 

さ
ん

　
酒
々
井
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
5
年
12
月
28
日（
木
）、酒
々

井
町
上
本
佐
倉
で
発
生
し
た
火
災

に
お
け
る
消
火
協
力
】

　
新
井 

則
康 

さ
ん（
写
真
右
）

　
髙
木 

克
敏 

さ
ん（
写
真
中
央
）

　
新
井 

俊
二 

さ
ん（
写
真
左
）

令
和
6
年
11
月
13
日（
水
）

佐
倉
防
火
安
全
協
会
よ
り
、

管
内
事
業
所
、自
治
会
等
が

実
施
す
る
消
防
訓
練
で
活
用

す
る
た
め
の
訓
練
用
消
火
器

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、地
域
防
災
に
貢
献
さ

れ
た
功
績
に
対
し
、令
和
6
年

12
月
25
日（
水
）、管
理
者 

西
田
三
十
五
よ
り
同
協
会

会
長　

夏
海　

優
氏（
写
真

右
）へ
特
別
功
労
表
彰
を
お
贈

り
し
ま
し
た
。

訓
練
用
消
火
器
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

ス
テ
ム（
L
i
v
e
119
）で
映
像
送

信
を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
局
員
と

ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
に
よ
る

火
災
予
防
広
報
を
実
施
！

２. 歳出

１  議会費
２  総務費
３  消防費

決算額（円）区分
983,442
2,850,769

4,109,369,719

構成比（％）
0.0
0.1
91.6

４  公債費
５  予備費
　歳出合計

決算額（円）区分
373,344,695

0
4,486,548,625

構成比（％）
8.3
0.0

100.0

３. 性質別歳出決算額

　人件費
　物件費
　維持補修費
　補助費等
　公債費

決算額（円）区分
3,603,465,586
323,010,299
10,347,486
75,219,527
373,344,695

構成比（％）
80.3
7.2
0.2
1.7
8.3

　普通建設事業費
　（1）補助事業費
　（2）単独事業費
　積立金
　歳出合計

決算額（円）区分
101,158,519
29,637,000
71,521,519

2,513
4,486,548,625

構成比（％）
2.3
0.7
1.6
0.0

100.0

議会個人情報保護条例に基づく開示状況 
■ 実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

0 0

部分開示

0

不開示

決　定　区　分　等実　施
機関名

請求
件数

公文書
件　数

0

却　下

0

取下げ

0

全部開示

0議　会

個人情報の保護に関する法律施行条例に基づく開示状況
■ 実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

請求
件数

12

公文書
件　数

12

全部開示

2

部分開示

10

不開示

決　定　区　分　等

0

却　下

0

取下げ

0

実　施
機関名

管理者

監　査

合　計

0 0 0 0 00 0

12 2 10 0 012 0
※請求された公文書の主な内容…救急及び火災に関する文書
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

（令和5年4月1日から令和6年3月31日までの請求分）

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
6
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
の
一
環
と
し
て
、地
域
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る

日
本
郵
便
株
式
会
社
佐
倉
郵
便

局
・
八
街
郵
便
局
及
び
千
葉
県

ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
佐
倉

セ
ン
タ
ー
・ユ
ー
カ
リ
が
丘
セ
ン

タ
ー
・
八
街
セ
ン
タ
ー
・
八
街
北

セ
ン
タ
ー
・
酒
々
井
セ
ン
タ
ー
の

ご
協
力
に
よ
り
、郵
便
局
の
集
配

車
両
や
ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
の
皆
さ

ん
が
使
用
す
る
販
売
用
バ
ッ
グ

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
促

進
に
関
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
等
を

貼
付
し
、佐
倉
市
、八
街
市
、

酒
々
井
町
の
皆
様
に
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
、多
く
の
事
業
所
や

ご
自
宅
に
訪
問
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、効
果
的
に
火
災
予
防
広

報
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
事
業

所
の
皆
様
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

１. 歳入

令和5年度 情報公開制度及び個人情報保護制度の実施状況
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表1 表4



こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た

り
、火
災
予
防
意
識
の
一
層
の
普

及
を
図
る
こ
と
で
、火
災
の
発
生

を
防
止
し
、高
齢
者
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ

る
と
と
も
に
、財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、家

庭
内
で
の
火
災
の
発
生
を
い
ち

早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、知
ら
せ
て
く

れ
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

主
な
取
付
場
所

〇
寝
室
…
就
寝
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
部
屋
に
設
置
が
必
要

で
す
。

〇
階
段
…
寝
室
が
あ
る
階
の
階

段
上
部
に
設
置
が
必
要
で
す
。

維
持
管
理
に
つ
い
て

〇
定
期
的
に
点
検
ボ
タ
ン
を
押

す
、点
検
ひ
も
を
引
く
な
ど

し
て
作
動
確
認
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

〇
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
10

年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。設

置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て

令
和
６
年
災
害
発
生
状
況（
１
月
か
ら
12
月
末
）

火
災
発
生
状
況

火
災
発
生
件
数
は
110
件

で
、火
災
種
別
ご
と
の
発
生

件
数
は
、建
物
火
災
が
47
件
、

林
野
火
災
が
４
件
、車
両
火

災
が
７
件
、そ
の
他
の
火
災

が
52
件
で
す
。

出
火
原
因
別
で
み
る
と
一

番
多
い
の
が
、「
放
火（
疑
い
含

む
）」に
よ
り
発
生
し
た
火
災

で
22
件
、次
い
で「
電
気
関
係
」

に
よ
る
火
災
が
21
件
、「
た
き

火
」に
よ
る
火
災
が
16
件
、「
こ

ん
ろ
」に
よ
る
火
災
が
６
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

電
気
が
原
因
の
火
災
が
増

加
し
て
い
ま
す
。電
気
製
品
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

救
急・救
助
活
動
状
況

救
急
出
動
件
数
は
1
6
，

1
9
9
件
で
、前
年
と
比
較

し
て
9
件
の
増
加
で
あ
り
、構

成
市
町
別
に
み
る
と
佐
倉
市

が
1
0
，4
5
1
件
で
97
件
の

減
少
、八
街
市
が
4
，4
8
0

件
で
15
件
の
増
加
、酒
々
井
町

が
1
，2
6
8
件
で
91
件
の
増

加
で
す
。

事
故
種
別
で
は「
急
病
」が

最
も
多
く
1
1
，1
9
3
件
、

次
い
で「
一
般
負
傷
」が
2
，

2
9
9
件
、「
転
院
搬
送
」が

1
，0
7
2
件
、「
交
通
事
故
」

が
803
件
で
す
。

救
助
出
動
件
数
は
221
件

で
、前
年
と
比
較
し
て
23
件
の

増
加
で
あ
り
、構
成
市
町
別
に

み
る
と
佐
倉
市
が
142
件
、八
街

市
が
62
件
、酒
々
井
町
が
17

件
で
す
。

事
故
種
別
で
は
、「
建
物
等

に
よ
る
事
故
」が
最
も
多
く
132

件
、次
い
で「
そ
の
他
」が
54
件
、

「
交
通
事
故
」が
32
件
で
す
。

令
和
6
年
4
月
1
日
付
で

27
名（
う
ち
女
性
4
名
）の
職

員
を
採
用
し
ま
し
た
。年
齢
は

18
歳
か
ら
29
歳
で
、千
葉
県

消
防
学
校
初
任
科
に
入
校
し

て
半
年
間
の
教
育
訓
練
を
受

け
る
ほ
か
、各
消
防
署
に
お
い

て
消
防
士
に
必
要
な
技
術
、

知
識
、体
力
を
身
に
付
け
る

た
め
、日
々
訓
練
に
励
ん
で
い

ま
す
。

配
属
先
の
各
消
防
署
で

は
、規
律
訓
練
に
始
ま
り
、防

火
衣
着
装
訓
練
、ホ
ー
ス
延

長
訓
練
、資
器
材
取
扱
い
訓

練
等
に
加
え
心
肺
蘇
生
法
な

ど
の
救
急
支
援
活
動
訓
練
、

様
々
な
災
害
想
定
訓
練
を
行

令
和
6
年
8
月
23
日（
金
）

に
第
52
回
全
国
消
防
救
助
技

術
大
会【
水
上
の
部
】が
千
葉

県
国
際
総
合
水
泳
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

消
防
組
合
か
ら
は
、千
葉

県
大
会
及
び
関
東
地
区
指
導

会
を
勝
ち
抜
い
た
2
種
目
4

名
が
全
国
大
会
に
出
場
し
入

賞
を
は
た
し
ま
し
た
。基
本
泳

法
に
出
場
し
た
笠
原
消
防
士

長
は
、「
三
度
目
の
正
直
で
全

国
大
会
に
出
場
で
き
、と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。今
回
の
経

験
を
大
切
に
し
て
、こ
れ
か
ら

の
消
防
人
生
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
話

し
ま
し
た
。

佐倉市 八街市 酒々井町

たき火
16件

電気関係
21件

放火
（疑い含む）
22件

こんろ6件

その他
37件

不明・調査中 8件

出火原因別件数火災発生件数 建物 林野 車両 その他

救急出動件数
急病 一般負傷 転院搬送 その他

令
和
6
年
度 

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展

い
る
場
合
は
、電
池
切
れ
や
電

子
部
品
の
劣
化
な
ど
で
火
災

を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が

あ
る
た
め
、電
池
や
本
体
の
交

換
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

（
３
月
１
日
〜
７
日
）

守
り
た
い 

未
来
が
あ
る
か
ら 

火
の
用
心

【
2
0
2
4
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語
】

未
来
を
守
る
た
め
に

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
と

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

が
外
れ
な
く

な
っ
た
ら

消
防
署
で
は
、「
指
輪
が

外
れ
な
い
」と
ご
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
も
ご
自
身
で
指
輪
が

外
せ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

ま
ず
試
し
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
指
輪
を
傾
け
な
が
ら
ず

ら
し
て
外
す

第
二
関
節
を
少
し
だ
け

曲
げ
て
指
輪
を
つ
ま
み
、指

先
側
に
軽
く
引
っ
張
り
な
が

ら
左
右
に
動
か
し
、ず
ら
す
。

◆
液
体
石
鹸
等
を
つ
け
て

外
す

指
と
指
輪
の
間
に
液
体

石
鹸
を
な
じ
ま
せ
て
指
輪
を

ま
わ
し
た
り
、ず
ら
し
た
り

す
る
。ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
や

オ
イ
ル
も
代
用
可
能
、肌
に

合
う
も
の
を
使
用
す
る
。

◆
指
輪
を
購
入
し
た
販
売

店
に
相
談
す
る

ど
う
し
て
も
外
れ
な
い
場

合
は
、お
近
く
の
消
防
署
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。消
防

署
で
は
、リ
ン
グ
カ
ッ
タ
ー

と
い
う
道
具
で
指
輪
を
切
断

す
る
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、材
質
に
よ
っ
て
は

切
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。大

切
な
指
輪
を
切
断
す

る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、

日
頃
の
お
手
入
れ
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

第
52
回 

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会 

【
水
上
の
部
】

新
人
消
防
士
の
訓
練

令
和
6
年
10
月
24
日（
木
）、

25
日（
金
）の
2
日
間
、酒
々
井

町
の
旧
酒
々
井
ち
び
っ
こ
天

国
に
県
内
の
国
際
消
防
救
助

隊
員
が
集
ま
り
、連
携
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
消
防
救
助
隊
と
は
、

海
外
で
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
に
被
災
地
に
派
遣
さ

れ
救
助
活
動
を
行
う
部
隊
で

す
。千
葉
県
で
は
、消
防
組
合

の
ほ
か
に
、千
葉
市
消
防
局
、

市
川
市
消
防
局
、船
橋
市
消

防
局
、柏
市
消
防
局
、松
戸
市

消
防
局
、市
原
市
消
防
局
の

7
消
防
本
部
43
名
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
訓
練
で
は
、諸
外

国
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7．7
の
地

震
が
発
生
し
、多
く
の
建
物
が

倒
壊
、死
者
及
び
行
方
不
明

者
百
人
以
上
、負
傷
者
3
，

0
0
0
人
以
上
の
想
定
で
、

倒
壊
建
物
を
補
強
し
な
が
ら

の
救
出
活
動
や
、壁
や
床
を

破
壊
し
瓦
礫
の
中
の
わ
ず
か

な
空
間
に
進
入
し
て
要
救
助

者
を
救
出
す
る
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

訓
練
は
、国
際
消
防
救
助

隊
員
が
被
災
地
に
お
い
て
適

切
か
つ
安
全
に
救
助
活
動
を

行
う
た
め
に
、必
要
な
知
識
、

技
術
等
の
普
及
に
努
め
、隊

員
の
連
携
能
力
の
向
上
を
図
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製
品
ご
と
の

特
徴
や
注
意
点
は

こ
ち
ら
か
ら

い
、各
種
災
害
に
対
応
で
き
る

よ
う
厳
し
い
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

救
急
救
命
士
の
資
格
を
持

つ
熊
谷
消
防
士
は「
小
さ
い
頃

か
ら
消
防
士
に
憧
れ
、一
人
で

も
多
く
の
命
を
救
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。今
後
、救

急
救
命
士
と
し
て
志
を
高
く

持
っ
て
活
躍
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。」ま
た
、本
橋
消
防

士
は「
私
は
体
を
動
か
す
の
が

好
き
で
、生
ま
れ
育
っ
た
町
に

貢
献
し
た
い
と
思
い
、消
防
士

を
目
指
し
ま
し
た
。将
来
は
救

助
隊
を
目
指
し
、活
躍
し
た
い

と
思
い
ま
す
。」と
力
強
い
思

い
を
語
り
ま
し
た
。今
後
も
、

地
域
を
守
る
一
員
と
し
て
し
っ

か
り
と
訓
練
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。新
人
消
防
士
の
活

躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

お
り
、今
回
も
様
々
な
訓
練
を

通
じ
そ
の
目
的
を
十
分
に
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今

後
も
、あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備

え
、海
外
で
発
生
す
る
災
害
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
訓
練

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

国
際
消
防
救
助
隊
千
葉
県
連
携
訓
練

令
和
6
年
12
月
6
日（
金
）、

京
成
電
鉄
株
式
会
社
宗
吾
車

両
基
地
に
お
い
て
実
施
さ
れ

た
、総
合
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。

こ
の
訓
練
は
、首
都
直
下

地
震
の
発
生
に
よ
り
、電
車
が

脱
線
し
負
傷
者
が
発
生
し
た

想
定
で
、酒
々
井
消
防
署
の
ほ

か
に
、佐
倉
警
察
署
、京
成
建

設
株
式
会
社
、千
葉
商
科
大

学
及
び
国
際
医
療
福
祉
大
学

が
参
加
し
、大
規
模
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

各
団
体
が
様
々
な
活
動
を

実
施
す
る
中
で
、消
防
は
車

両
内
か
ら
の
救
出
救
護
を
担

当
し
、的
確
な
情
報
収
集
と
、

安
全
、確
実
、迅
速
な
負
傷
者

へ
の
対
応
を
心
が
け
活
動
に

あ
た
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
訓
練

は
、他
機
関
と
の
連
携
を
強

化
、確
認
す
る
貴
重
な
機
会

で
あ
り
、情
報
共
有
の
難
し
さ

と
重
要
性
を
再
確
認
す
る
こ

京
成
電
鉄
異
常
時
総
合
訓
練

【
基
本
泳
法
】　
笠
原
怜
大

「
じ
ゅ
ん
か
飛
び
込
み
」で

入
水
し
た
後
、常
に
顔
が
水

面
に
出
た
状
態
で
、「
ぬ
き
手
」

と「
平
泳
ぎ
」で
25
メ
ー
ト
ル

ず
つ
泳
ぐ
訓
練
。日
本
各
地
で

発
祥
し
た
伝
統
的
な
泳
法
を

用
い
て
い
る
。

【
溺
者
救
助
】　
石
塚
誠
二
、

中
垣
雄
太
、三
島
裕
司

指
輪

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、地
震

を
感
知
す
る
と
自
動
的
に
電
気

を
止
め
る
器
具
で
す
。

地
震
は
、地
震
の
揺
れ
に
伴
う

電
気
機
器
か
ら
の
出
火
や
、停
電

が
復
旧
し
た
と
き
に
発
生
す
る

電
気
火
災
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
火
災

の
過
半
数
は
、電
気
が
原
因
で
し

た
。感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、地
震

発
生
時
に
設
定
値
以
上
の
揺
れ

を
感
知
し
た
と
き
に
、ブ
レ
ー

カ
ー
や
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
の
電
気

を
自
動
的
に
止
め
る
器
具
で
す
。

家
電
量
販
店
な
ど
で
購
入
可
能

な
簡
易
タ
イ
プ
の
も
の
や
電
気

工
事
が
必
要
な
分
電
盤
タ
イ
プ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。製
品
ご
と
の

特
徴
や
注
意
点
を
踏
ま
え
適
切

に
選
び
ま
し
ょ
う
。

たくさんの応募
ありがとうございました。

浮
環
に
ロ
ー
プ
を
結
着

後
、1
名
が
25
メ
ー
ト
ル
先
に

い
る
要
救
助
者
の
と
こ
ろ
ま

で
泳
い
で
搬
送
し
、要
救
助
者

を
つ
か
ま
ら
せ
た
の
ち
、も
う

1
名
が
ロ
ー
プ
を
た
ぐ
り
寄

せ
て
救
助
す
る
訓
練
。

と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
、

様
々
な
訓
練
を
通
じ
て
、不
測

の
災
害
に
備
え
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
火
災
予
防

ポ
ス
タ
ー
展
は
、消
防
組
合
管

内
の
小
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら

４４２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
員
か
ら
は
、「
火
災
の
恐

ろ
し
さ
と
原
因
、対
策
に
つ
い

て
一
生
懸
命
考
え
ら
れ
た
作
品

が
多
く
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。構
図
や
イ
ラ
ス
ト
、文
案

な
ど
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
よ
く
作

り
こ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。」と
講

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
最
優
秀
賞

（
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
作
品
）

佐
倉
市
立
王
子
台
小
学
校

５
年　
庄
子 

光
太
郎 

さ
ん

◆
消
防
長
賞

佐
倉
市
立
下
志
津
小
学
校

５
年　
原
田 

す
ず 

さ
ん

◆
佐
倉
防
火
安
全
協
会
長
賞

酒
々
井
町
立
酒
々
井
小
学
校

２
年　
原
田 

莉
菜
子 

さ
ん

◆
佐
倉
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
山
王
小
学
校

１
年　
檜
貝 

琴
羽 

さ
ん

◆
志
津
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
小
竹
小
学
校

２
年　
太
田 

萌
々
香 

さ
ん

◆
八
街
消
防
署
長
賞

八
街
市
立
八
街
東
小
学
校

６
年　
市
東 

優 

さ
ん

◆
酒
々
井
消
防
署
長
賞

酒
々
井
町
立
酒
々
井
小
学
校

６
年　
木
津 

栞
奈 

さ
ん

◆
千
葉
県
危
険
物
安
全
協
会

　
連
合
会
長
賞

八
街
市
立
八
街
東
小
学
校

６
年　
吉
田 

利
佳 

さ
ん

◆
千
葉
県
消
防
設
備
協
会
長
賞

佐
倉
市
立
佐
倉
小
学
校

６
年　
飯
田 

唯
仁
さ
ん

以
上
が
特
別
賞
９
点
に
選

ば
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。こ
の
他

に
優
秀
賞
が
８
点
、入
選
が
２８

点
あ
り
ま
し
た
。最
優
秀
賞
の

作
品
は
令
和
６
年
度
の
火
災

予
防
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
消
防
組
合
管
内
に
掲
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

住民の皆さん及び事業所の皆さんへお伝えしたい情報を掲載しています。
※読み取ったアドレスをパソコンに転送しご覧になるか、スマートフォンなどでご覧ください。
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こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た

り
、火
災
予
防
意
識
の
一
層
の
普

及
を
図
る
こ
と
で
、火
災
の
発
生

を
防
止
し
、高
齢
者
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ

る
と
と
も
に
、財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、家

庭
内
で
の
火
災
の
発
生
を
い
ち

早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、知
ら
せ
て
く

れ
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

主
な
取
付
場
所

〇
寝
室
…
就
寝
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
部
屋
に
設
置
が
必
要

で
す
。

〇
階
段
…
寝
室
が
あ
る
階
の
階

段
上
部
に
設
置
が
必
要
で
す
。

維
持
管
理
に
つ
い
て

〇
定
期
的
に
点
検
ボ
タ
ン
を
押

す
、点
検
ひ
も
を
引
く
な
ど

し
て
作
動
確
認
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

〇
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
10

年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。設

置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て

令
和
６
年
災
害
発
生
状
況（
１
月
か
ら
12
月
末
）

火
災
発
生
状
況

火
災
発
生
件
数
は
110
件

で
、火
災
種
別
ご
と
の
発
生

件
数
は
、建
物
火
災
が
47
件
、

林
野
火
災
が
４
件
、車
両
火

災
が
７
件
、そ
の
他
の
火
災

が
52
件
で
す
。

出
火
原
因
別
で
み
る
と
一

番
多
い
の
が
、「
放
火（
疑
い
含

む
）」に
よ
り
発
生
し
た
火
災

で
22
件
、次
い
で「
電
気
関
係
」

に
よ
る
火
災
が
21
件
、「
た
き

火
」に
よ
る
火
災
が
16
件
、「
こ

ん
ろ
」に
よ
る
火
災
が
６
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

電
気
が
原
因
の
火
災
が
増

加
し
て
い
ま
す
。電
気
製
品
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

救
急・救
助
活
動
状
況

救
急
出
動
件
数
は
1
6
，

1
9
9
件
で
、前
年
と
比
較

し
て
9
件
の
増
加
で
あ
り
、構

成
市
町
別
に
み
る
と
佐
倉
市

が
1
0
，4
5
1
件
で
97
件
の

減
少
、八
街
市
が
4
，4
8
0

件
で
15
件
の
増
加
、酒
々
井
町

が
1
，2
6
8
件
で
91
件
の
増

加
で
す
。

事
故
種
別
で
は「
急
病
」が

最
も
多
く
1
1
，1
9
3
件
、

次
い
で「
一
般
負
傷
」が
2
，

2
9
9
件
、「
転
院
搬
送
」が

1
，0
7
2
件
、「
交
通
事
故
」

が
803
件
で
す
。

救
助
出
動
件
数
は
221
件

で
、前
年
と
比
較
し
て
23
件
の

増
加
で
あ
り
、構
成
市
町
別
に

み
る
と
佐
倉
市
が
142
件
、八
街

市
が
62
件
、酒
々
井
町
が
17

件
で
す
。

事
故
種
別
で
は
、「
建
物
等

に
よ
る
事
故
」が
最
も
多
く
132

件
、次
い
で「
そ
の
他
」が
54
件
、

「
交
通
事
故
」が
32
件
で
す
。

令
和
6
年
4
月
1
日
付
で

27
名（
う
ち
女
性
4
名
）の
職

員
を
採
用
し
ま
し
た
。年
齢
は

18
歳
か
ら
29
歳
で
、千
葉
県

消
防
学
校
初
任
科
に
入
校
し

て
半
年
間
の
教
育
訓
練
を
受

け
る
ほ
か
、各
消
防
署
に
お
い

て
消
防
士
に
必
要
な
技
術
、

知
識
、体
力
を
身
に
付
け
る

た
め
、日
々
訓
練
に
励
ん
で
い

ま
す
。

配
属
先
の
各
消
防
署
で

は
、規
律
訓
練
に
始
ま
り
、防

火
衣
着
装
訓
練
、ホ
ー
ス
延

長
訓
練
、資
器
材
取
扱
い
訓

練
等
に
加
え
心
肺
蘇
生
法
な

ど
の
救
急
支
援
活
動
訓
練
、

様
々
な
災
害
想
定
訓
練
を
行

令
和
6
年
8
月
23
日（
金
）

に
第
52
回
全
国
消
防
救
助
技

術
大
会【
水
上
の
部
】が
千
葉

県
国
際
総
合
水
泳
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

消
防
組
合
か
ら
は
、千
葉

県
大
会
及
び
関
東
地
区
指
導

会
を
勝
ち
抜
い
た
2
種
目
4

名
が
全
国
大
会
に
出
場
し
入

賞
を
は
た
し
ま
し
た
。基
本
泳

法
に
出
場
し
た
笠
原
消
防
士

長
は
、「
三
度
目
の
正
直
で
全

国
大
会
に
出
場
で
き
、と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。今
回
の
経

験
を
大
切
に
し
て
、こ
れ
か
ら

の
消
防
人
生
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
話

し
ま
し
た
。

佐倉市 八街市 酒々井町

たき火
16件

電気関係
21件

放火
（疑い含む）
22件

こんろ6件

その他
37件

不明・調査中 8件

出火原因別件数火災発生件数 建物 林野 車両 その他

救急出動件数
急病 一般負傷 転院搬送 その他

令
和
6
年
度 

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展

い
る
場
合
は
、電
池
切
れ
や
電

子
部
品
の
劣
化
な
ど
で
火
災

を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が

あ
る
た
め
、電
池
や
本
体
の
交

換
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

（
３
月
１
日
〜
７
日
）

守
り
た
い 

未
来
が
あ
る
か
ら 

火
の
用
心

【
2
0
2
4
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語
】

未
来
を
守
る
た
め
に

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
と

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

が
外
れ
な
く

な
っ
た
ら

消
防
署
で
は
、「
指
輪
が

外
れ
な
い
」と
ご
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
も
ご
自
身
で
指
輪
が

外
せ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

ま
ず
試
し
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
指
輪
を
傾
け
な
が
ら
ず

ら
し
て
外
す

第
二
関
節
を
少
し
だ
け

曲
げ
て
指
輪
を
つ
ま
み
、指

先
側
に
軽
く
引
っ
張
り
な
が

ら
左
右
に
動
か
し
、ず
ら
す
。

◆
液
体
石
鹸
等
を
つ
け
て

外
す

指
と
指
輪
の
間
に
液
体

石
鹸
を
な
じ
ま
せ
て
指
輪
を

ま
わ
し
た
り
、ず
ら
し
た
り

す
る
。ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
や

オ
イ
ル
も
代
用
可
能
、肌
に

合
う
も
の
を
使
用
す
る
。

◆
指
輪
を
購
入
し
た
販
売

店
に
相
談
す
る

ど
う
し
て
も
外
れ
な
い
場

合
は
、お
近
く
の
消
防
署
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。消
防

署
で
は
、リ
ン
グ
カ
ッ
タ
ー

と
い
う
道
具
で
指
輪
を
切
断

す
る
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、材
質
に
よ
っ
て
は

切
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。大

切
な
指
輪
を
切
断
す

る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、

日
頃
の
お
手
入
れ
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

第
52
回 

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会 

【
水
上
の
部
】

新
人
消
防
士
の
訓
練

令
和
6
年
10
月
24
日（
木
）、

25
日（
金
）の
2
日
間
、酒
々
井

町
の
旧
酒
々
井
ち
び
っ
こ
天

国
に
県
内
の
国
際
消
防
救
助

隊
員
が
集
ま
り
、連
携
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
消
防
救
助
隊
と
は
、

海
外
で
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
に
被
災
地
に
派
遣
さ

れ
救
助
活
動
を
行
う
部
隊
で

す
。千
葉
県
で
は
、消
防
組
合

の
ほ
か
に
、千
葉
市
消
防
局
、

市
川
市
消
防
局
、船
橋
市
消

防
局
、柏
市
消
防
局
、松
戸
市

消
防
局
、市
原
市
消
防
局
の

7
消
防
本
部
43
名
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
訓
練
で
は
、諸
外

国
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7．7
の
地

震
が
発
生
し
、多
く
の
建
物
が

倒
壊
、死
者
及
び
行
方
不
明

者
百
人
以
上
、負
傷
者
3
，

0
0
0
人
以
上
の
想
定
で
、

倒
壊
建
物
を
補
強
し
な
が
ら

の
救
出
活
動
や
、壁
や
床
を

破
壊
し
瓦
礫
の
中
の
わ
ず
か

な
空
間
に
進
入
し
て
要
救
助

者
を
救
出
す
る
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

訓
練
は
、国
際
消
防
救
助

隊
員
が
被
災
地
に
お
い
て
適

切
か
つ
安
全
に
救
助
活
動
を

行
う
た
め
に
、必
要
な
知
識
、

技
術
等
の
普
及
に
努
め
、隊

員
の
連
携
能
力
の
向
上
を
図
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製
品
ご
と
の

特
徴
や
注
意
点
は

こ
ち
ら
か
ら

い
、各
種
災
害
に
対
応
で
き
る

よ
う
厳
し
い
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

救
急
救
命
士
の
資
格
を
持

つ
熊
谷
消
防
士
は「
小
さ
い
頃

か
ら
消
防
士
に
憧
れ
、一
人
で

も
多
く
の
命
を
救
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。今
後
、救

急
救
命
士
と
し
て
志
を
高
く

持
っ
て
活
躍
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。」ま
た
、本
橋
消
防

士
は「
私
は
体
を
動
か
す
の
が

好
き
で
、生
ま
れ
育
っ
た
町
に

貢
献
し
た
い
と
思
い
、消
防
士

を
目
指
し
ま
し
た
。将
来
は
救

助
隊
を
目
指
し
、活
躍
し
た
い

と
思
い
ま
す
。」と
力
強
い
思

い
を
語
り
ま
し
た
。今
後
も
、

地
域
を
守
る
一
員
と
し
て
し
っ

か
り
と
訓
練
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。新
人
消
防
士
の
活

躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

お
り
、今
回
も
様
々
な
訓
練
を

通
じ
そ
の
目
的
を
十
分
に
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今

後
も
、あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備

え
、海
外
で
発
生
す
る
災
害
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
訓
練

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

国
際
消
防
救
助
隊
千
葉
県
連
携
訓
練

令
和
6
年
12
月
6
日（
金
）、

京
成
電
鉄
株
式
会
社
宗
吾
車

両
基
地
に
お
い
て
実
施
さ
れ

た
、総
合
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。

こ
の
訓
練
は
、首
都
直
下

地
震
の
発
生
に
よ
り
、電
車
が

脱
線
し
負
傷
者
が
発
生
し
た

想
定
で
、酒
々
井
消
防
署
の
ほ

か
に
、佐
倉
警
察
署
、京
成
建

設
株
式
会
社
、千
葉
商
科
大

学
及
び
国
際
医
療
福
祉
大
学

が
参
加
し
、大
規
模
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

各
団
体
が
様
々
な
活
動
を

実
施
す
る
中
で
、消
防
は
車

両
内
か
ら
の
救
出
救
護
を
担

当
し
、的
確
な
情
報
収
集
と
、

安
全
、確
実
、迅
速
な
負
傷
者

へ
の
対
応
を
心
が
け
活
動
に

あ
た
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
訓
練

は
、他
機
関
と
の
連
携
を
強

化
、確
認
す
る
貴
重
な
機
会

で
あ
り
、情
報
共
有
の
難
し
さ

と
重
要
性
を
再
確
認
す
る
こ

京
成
電
鉄
異
常
時
総
合
訓
練

【
基
本
泳
法
】　
笠
原
怜
大

「
じ
ゅ
ん
か
飛
び
込
み
」で

入
水
し
た
後
、常
に
顔
が
水

面
に
出
た
状
態
で
、「
ぬ
き
手
」

と「
平
泳
ぎ
」で
25
メ
ー
ト
ル

ず
つ
泳
ぐ
訓
練
。日
本
各
地
で

発
祥
し
た
伝
統
的
な
泳
法
を

用
い
て
い
る
。

【
溺
者
救
助
】　
石
塚
誠
二
、

中
垣
雄
太
、三
島
裕
司

指
輪

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、地
震

を
感
知
す
る
と
自
動
的
に
電
気

を
止
め
る
器
具
で
す
。

地
震
は
、地
震
の
揺
れ
に
伴
う

電
気
機
器
か
ら
の
出
火
や
、停
電

が
復
旧
し
た
と
き
に
発
生
す
る

電
気
火
災
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
火
災

の
過
半
数
は
、電
気
が
原
因
で
し

た
。感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、地
震

発
生
時
に
設
定
値
以
上
の
揺
れ

を
感
知
し
た
と
き
に
、ブ
レ
ー

カ
ー
や
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
の
電
気

を
自
動
的
に
止
め
る
器
具
で
す
。

家
電
量
販
店
な
ど
で
購
入
可
能

な
簡
易
タ
イ
プ
の
も
の
や
電
気

工
事
が
必
要
な
分
電
盤
タ
イ
プ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。製
品
ご
と
の

特
徴
や
注
意
点
を
踏
ま
え
適
切

に
選
び
ま
し
ょ
う
。

たくさんの応募
ありがとうございました。

浮
環
に
ロ
ー
プ
を
結
着

後
、1
名
が
25
メ
ー
ト
ル
先
に

い
る
要
救
助
者
の
と
こ
ろ
ま

で
泳
い
で
搬
送
し
、要
救
助
者

を
つ
か
ま
ら
せ
た
の
ち
、も
う

1
名
が
ロ
ー
プ
を
た
ぐ
り
寄

せ
て
救
助
す
る
訓
練
。

と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
、

様
々
な
訓
練
を
通
じ
て
、不
測

の
災
害
に
備
え
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
火
災
予
防

ポ
ス
タ
ー
展
は
、消
防
組
合
管

内
の
小
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら

４４２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
員
か
ら
は
、「
火
災
の
恐

ろ
し
さ
と
原
因
、対
策
に
つ
い

て
一
生
懸
命
考
え
ら
れ
た
作
品

が
多
く
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。構
図
や
イ
ラ
ス
ト
、文
案

な
ど
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
よ
く
作

り
こ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。」と
講

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
最
優
秀
賞

（
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
作
品
）

佐
倉
市
立
王
子
台
小
学
校

５
年　
庄
子 

光
太
郎 

さ
ん

◆
消
防
長
賞

佐
倉
市
立
下
志
津
小
学
校

５
年　
原
田 

す
ず 

さ
ん

◆
佐
倉
防
火
安
全
協
会
長
賞

酒
々
井
町
立
酒
々
井
小
学
校

２
年　
原
田 
莉
菜
子 

さ
ん

◆
佐
倉
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
山
王
小
学
校

１
年　
檜
貝 

琴
羽 

さ
ん

◆
志
津
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
小
竹
小
学
校

２
年　
太
田 

萌
々
香 

さ
ん

◆
八
街
消
防
署
長
賞

八
街
市
立
八
街
東
小
学
校

６
年　
市
東 

優 

さ
ん

◆
酒
々
井
消
防
署
長
賞

酒
々
井
町
立
酒
々
井
小
学
校

６
年　
木
津 

栞
奈 

さ
ん

◆
千
葉
県
危
険
物
安
全
協
会

　
連
合
会
長
賞

八
街
市
立
八
街
東
小
学
校

６
年　
吉
田 

利
佳 

さ
ん

◆
千
葉
県
消
防
設
備
協
会
長
賞

佐
倉
市
立
佐
倉
小
学
校

６
年　
飯
田 

唯
仁
さ
ん

以
上
が
特
別
賞
９
点
に
選

ば
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。こ
の
他

に
優
秀
賞
が
８
点
、入
選
が
２８

点
あ
り
ま
し
た
。最
優
秀
賞
の

作
品
は
令
和
６
年
度
の
火
災

予
防
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
消
防
組
合
管
内
に
掲
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

住民の皆さん及び事業所の皆さんへお伝えしたい情報を掲載しています。
※読み取ったアドレスをパソコンに転送しご覧になるか、スマートフォンなどでご覧ください。

佐倉市八街市酒々井町消防組合公式ホームページ（PC）

3 2

消太をさがそう！のこたえ

2ページの新人消防士の訓練の写真の中にいるよ！

中面 中面
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新
人
消
防
士
の
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回
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消
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水
上
の
部
】／

国
際
消
防
救
助
隊
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県
連
携
訓
練
／
京
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異
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／
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春
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国
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予
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実
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消
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協
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表
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／
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運
営
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状
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／

令
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５
年
度
情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度
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実
施
状
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／

令
和
５
年
度
決
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況
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…
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情報公開条例に基づく開示状況
■ 実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

※請求された公文書の主な内容…救急及び防火対象物に関する文書など
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

実　施
機関名

管理者
議　会
監　査
合　計

請求
件数

19
0
0
19

公文書
件　数

62
0
0
62

全部開示

4
0
0
4

部分開示

15
0
0
15

不開示

決　定　区　分　等

0
0
0
0

却　下

0
0
0
0

取下げ

0
0
0
0

映像通報システム（Live119）
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム

（
L
i
v
e
119
）
と
は

消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
に
、消
防
組
合
か
ら
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

★
消
防
協
力
者
表
彰

　
佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
5
年
5
月
29
日（
月
）、佐
倉

市
直
弥
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に

お
け
る
救
急
活
動
】

　
遠
藤 　
毅 

さ
ん

　
大
木 

博
史 

さ
ん（
写
真
）

　
岩
崎 　
伸 

さ
ん

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令和 5 年 度  決 算 状 況

1  分担金及び負担金
2  使用料及び手数料
3  国庫支出金
4  県支出金
5  財産収入
6  寄附金

決算額（円）区分
4,345,063,695

1,976,880
14,818,000

80,000
1,509,513

0

構成比（％）
95.3
0.0
0.3
0.0
0.0
0.0

7  繰入金
8  繰越金
9  諸収入

　歳入合計
10組合債

決算額（円）区分
80,184,000

0
8,878,405

107,600,000
4,560,110,493

構成比（％）
1.8
0.0
0.2
2.4

100.0

４. 構成市町別分担金

市町名
　佐倉市
　八街市
　酒々井町
　合計

区分 合計

2,658,339,769
1,202,234,761
484,489,165
4,345,063,695

常備消防費分担金

2,411,828,000
1,111,485,000
448,406,000
3,971,719,000

長期債償還分担金

246,511,769
90,749,761
36,083,165
373,344,695

庁舎建設費負担金

0
0
0
0

（円）

　 人 事 行 政 運 営 等 の 状 況

◎採用・退職者数 ◎職員数の状況について
1. 職員の任免及び職員数に関する状況について

採用者数
17人

◎年次有給休暇の状況（令和5年度）
6. 職員の服務の状況について

平均使用日数
11.7日

取得率
30.9%

◎育児休業の状況（令和5年度）
4. 職員の休業の状況

男性職員
1人

女性職員
1人

退職者数
13人 （採用者数は令和5年度分、

退職者数は令和4年度分）

令和5年
390人

令和6年
406人 （各年4月1日現在）

※構成市併任職員3人を除く。

職員の任用、服務や勤務条件などの人事行政の運営等の状況及び職員の給与・定員管理の状況等を管内住民の皆さんにご理解いただくため、次のとおり公表します。詳しくは、消防本部総務課　℡ 043（481）1190へ

◎勤務時間の状況（令和6年4月1日現在）
3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況について

毎日勤務職員

隔日勤務職員

開始時刻
8：30

8：30

終了時刻
17：15

8：30（翌日）

休憩時間
12：00～13：00
12：00～13：00
17：15～18：15

20：00～6：00（翌日）
※内6時間30分

休息時間

15：00～15：15
（翌日）7：00～7：15

◎職員の分限処分の状況（令和5年度）
5. 職員の分限及び懲戒処分の状況について

（注）「分限処分」とは、職員が職務を十分に果たし得ないことについて行う処分です。 （注）「懲戒処分」とは、職員の一定の義務違反に対する責任を問う処分です。

 降　任 免　職 休　職 降　給
 0 0 3 0

◎職員の懲戒処分の状況（令和5年度）
 戒　告 減　給 停　職 免　職

0 0 1 0

◎職員の平均給与月額等について
2. 職員の給与の状況

職　種

消　防
（注）給与月額とは、月々支給される給料（基本給）と諸手当（期末手当、勤勉手当及び退職手当を除くすべての手当）の合計をいいます。

令和5年4月1日現在 令和6年4月1日現在

42歳2月

平均給与 平均給与
月　 額
438,350円 40歳6月

平均年齢 平均年齢
給　料

326,000円
諸手当

112,350円
月　 額
420,342円

給　料
317,947円

諸手当
102,395円

7. 職員の研修の状況について（令和5年度）

8. 職員の福祉及び利益の保護の状況について（令和5年度）
⑴ 職員の安全と健康に関する事業

⑵ 公務災害の発生状況
⑶ 千葉県市町村職員共済組合による福利厚生事業
概　　要：共済組合負担金（標準報酬の月額及び標準期末手当等の額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：出産費支給等保健事業、年金事務、各種福祉事業を実施

⑷ 千葉県市町村職員互助会による福利厚生事業
概　　要：互助会負担金（標準報酬の月額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：千葉県市町村職員共済組合事業の補完的事業を実施

認定件数　6件

9. 千葉県市町村公平委員会の業務の状況について（令和5年度）
⑴ 勤務条件に関する措置要求の状況 該当なし
⑵ 不利益処分に関する不服申立ての状況 該当なし  

　職員の消防業務等に関する基礎研修及び専門研修として、消防大学校、千葉県消防学校、救急振興財
団などの救急救命士研修及び千葉県自治研修センターの各種研修機関などを利用し、階層別、職務別研
修などを実施しております。
　更に、一部の職員を対象とした安全運転講習や職員の一般教養に関する研修会を実施し、職員の消防、
その他の分野における能力アップを目的とした研修なども実施しております。   

　安全責任者及び産業医、衛生管理者などを選任するとともに、安全関係者会議及び衛生委員会を開催
して職員の安全と健康の確保、職場環境の改善を図っております。
　また、職員の健康管理状態を把握し、健康障害や疾病の早期発見を行うための定期健康診断や産業医
による職場巡視・健康相談などを実施しております。
　その他、災害現場での感染予防のため、Ｂ型肝炎・破傷風などの予防接種を実施しております。

通
報
者
と
指
令
管
制
員
で
映
像

の
送
受
信
を
行
う
こ
と
で
、傷
病
者

の
状
態
や
災
害
現
場
の
詳
し
い
状

況
を
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

音
声
に
よ
る
119
番
通
報
に
加
え
、

映
像
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
、迅
速
・
的
確
な
消
防
活
動

や
よ
り
効
果
的
な
応
急
手
当
を
行

う
こ
と
で
救
命
率
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
通
報

で
、指
令
管
制
員
が
必
要
と
判
断
し

た
と
き
に
通
報
者
へ
の
映
像
送
信
の

協
力
を
依
頼
し
ま
す
。

映
像
通
報
シ
ス
テ
ム（
L
i
v
e

119
）は
、事
前
登
録
や
ア
プ
リ
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
は
不
要
で
す
。

1
通
報
者
が
音
声
で
伝
え
る
こ
と

が
難
し
い
災
害
現
場
の
状
況
を

映
像
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
通
報
者
が
地
理
に
不
案
内
な
場

合
で
も
、映
像
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
出
動
場
所
を
早
期
に
特
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
指
令
管
制
員
が
送
ら
れ
て
き
た

映
像
を
見
な
が
ら
応
急
手
当
の

指
導
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
指
令
管
制
員
か
ら
応
急
手
当
の

や
り
方
が
分
か
る
動
画
を
通
報

者
に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

活
用
の
効
果

指
令
管
制
員
が
通
報
内
容
か
ら

必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
通
報
者

等
の
安
全
を
確
認
し
、映
像
通
報
シ

協
力
の
お
願
い

映
像
通
報
シ
ス
テ
ム（
L
i
v
e

119
）で
取
得
し
た
動
画
は
、現
場
状

況
の
把
握
を
目
的
と
し
て
一
定
期

間
保
存
し
ま
す
。動
画
内
に
含
ま

れ
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
は
、個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及

び
関
連
法
令
に
基
づ
き
適
切
に
管

理
し
ま
す
。

動
画
の
保
存
に
つ
い
て

使
用
の
際
の
注
意
事
項

1
指
令
管
制
員
は
安
全
を
確
認
後
に

映
像
通
報
シ
ス
テ
ム（
L
i
v
e

119
）の
使
用
を
依
頼
し
ま
す
が
、

撮
影
中
も
周
囲
の
安
全
に
注
意

し
、安
全
な
場
所
で
撮
影
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

2
映
像
送
信
に
か
か
る
通
信
料
は
、

通
報
者
側
の
負
担
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。1
分
間

当
た
り
の
デ
ー
タ
容
量
は
約
15

M
B
程
度
で
す
。通
信
料
は
契
約

の
通
信
会
社
や
契
約
プ
ラ
ン
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は

こ
ち
ら

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー

       

サ
ポ
ー
ト
体
制

本
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
、消
防
組

合
が
管
轄
す
る
地
域
内
の
救
急

現
場
で
、勇
気
を
も
っ
て
応
急
手

当
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
方（
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
）へ
、感
謝
カ
ー
ド

を
配
布
す
る
こ
と
で
感
謝
の
意

を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、応
急

手
当
実
施
後
に「
現
場
を
思
い
出

し
て
眠
れ
な
い
。」「
血
液
を
触
っ

て
し
ま
い
感
染
が
心
配
。」な
ど
、

感
じ
た
不
安
や
心
配
を
少
し
で

も
解
消
し
て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。感
謝

カ
ー
ド
に
は
相
談
窓
口
を
記
載

し
て
い
ま
す
。

災
害
出
動
等
で
、対
応
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
理
解

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、傷
病
者（
患
者
様
）に

つ
い
て
の
個
人
情
報
は
ご
回
答

で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

●
救
急
課 

救
急
管
理
指
導
係

　
0
4
3（
4
8
1
）0
1
3
9

●
佐
倉
消
防
署 

救
急
係

　
0
4
3（
4
8
1
）1
1
0
6

●
志
津
消
防
署 

救
急
係

　
0
4
3（
4
8
7
）0
1
1
9

●
八
街
消
防
署 

救
急
係

　
0
4
3（
4
4
0
）0
1
1
9

●
酒
々
井
消
防
署 

救
急
係

　
0
4
3（
4
9
7
）0
1
1
9

感
謝
カ
ー
ド【
お
も
て
】　　
　
　
【
う
ら
】

救
急
隊
員
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー

令
和
6
年
7
月
20
日（
土
）、救

急
業
務
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、救
急
隊
員
オ
ー
プ
ン
カ
ン

パ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。猛
暑

の
中
、高
校
生
か
ら
大
学
生
ま
で

の
23
名
が
参
加
く
だ
さ
り
、組
織

概
要
や
救
急
業
務
説
明
の
他
に
、

救
急
処
置
や
救
急
車
の
搭
乗
な

ど
現
場
活
動
の
疑
似
体
験
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、現
役

救
急
隊
員
と
の
座
談
会
で
は
、学

生
か
ら
様
々
な
質
問
が
あ
り
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。今
後
も

学
生
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
企

画
で
、消
防
業
務
へ
の
理
解
を
深

　
八
街
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
6
年
3
月
15
日（
金
）、八
街

市
吉
倉
で
発
生
し
た
火
災
に
お
け

る
消
火
協
力
】

　
山
本 

雅
章 

さ
ん

　
酒
々
井
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
5
年
12
月
28
日（
木
）、酒
々

井
町
上
本
佐
倉
で
発
生
し
た
火
災

に
お
け
る
消
火
協
力
】

　
新
井 

則
康 

さ
ん（
写
真
右
）

　
髙
木 

克
敏 

さ
ん（
写
真
中
央
）

　
新
井 

俊
二 

さ
ん（
写
真
左
）

令
和
6
年
11
月
13
日（
水
）

佐
倉
防
火
安
全
協
会
よ
り
、

管
内
事
業
所
、自
治
会
等
が

実
施
す
る
消
防
訓
練
で
活
用

す
る
た
め
の
訓
練
用
消
火
器

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、地
域
防
災
に
貢
献
さ

れ
た
功
績
に
対
し
、令
和
6
年

12
月
25
日（
水
）、管
理
者 

西
田
三
十
五
よ
り
同
協
会

会
長　

夏
海　

優
氏（
写
真

右
）へ
特
別
功
労
表
彰
を
お
贈

り
し
ま
し
た
。

訓
練
用
消
火
器
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

ス
テ
ム（
L
i
v
e
119
）で
映
像
送

信
を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
局
員
と

ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
に
よ
る

火
災
予
防
広
報
を
実
施
！

２. 歳出

１  議会費
２  総務費
３  消防費

決算額（円）区分
983,442
2,850,769

4,109,369,719

構成比（％）
0.0
0.1
91.6

４  公債費
５  予備費
　歳出合計

決算額（円）区分
373,344,695

0
4,486,548,625

構成比（％）
8.3
0.0

100.0

３. 性質別歳出決算額

　人件費
　物件費
　維持補修費
　補助費等
　公債費

決算額（円）区分
3,603,465,586
323,010,299
10,347,486
75,219,527
373,344,695

構成比（％）
80.3
7.2
0.2
1.7
8.3

　普通建設事業費
　（1）補助事業費
　（2）単独事業費
　積立金
　歳出合計

決算額（円）区分
101,158,519
29,637,000
71,521,519

2,513
4,486,548,625

構成比（％）
2.3
0.7
1.6
0.0

100.0

議会個人情報保護条例に基づく開示状況 
■ 実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

0 0

部分開示

0

不開示

決　定　区　分　等実　施
機関名

請求
件数

公文書
件　数

0

却　下

0

取下げ

0

全部開示

0議　会

個人情報の保護に関する法律施行条例に基づく開示状況
■ 実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

請求
件数

12

公文書
件　数

12

全部開示

2

部分開示

10

不開示

決　定　区　分　等

0

却　下

0

取下げ

0

実　施
機関名

管理者

監　査

合　計

0 0 0 0 00 0

12 2 10 0 012 0
※請求された公文書の主な内容…救急及び火災に関する文書
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

（令和5年4月1日から令和6年3月31日までの請求分）

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
6
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
の
一
環
と
し
て
、地
域
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る

日
本
郵
便
株
式
会
社
佐
倉
郵
便

局
・
八
街
郵
便
局
及
び
千
葉
県

ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
佐
倉

セ
ン
タ
ー
・ユ
ー
カ
リ
が
丘
セ
ン

タ
ー
・
八
街
セ
ン
タ
ー
・
八
街
北

セ
ン
タ
ー
・
酒
々
井
セ
ン
タ
ー
の

ご
協
力
に
よ
り
、郵
便
局
の
集
配

車
両
や
ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
の
皆
さ

ん
が
使
用
す
る
販
売
用
バ
ッ
グ

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
促

進
に
関
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
等
を

貼
付
し
、佐
倉
市
、八
街
市
、

酒
々
井
町
の
皆
様
に
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
、多
く
の
事
業
所
や

ご
自
宅
に
訪
問
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、効
果
的
に
火
災
予
防
広

報
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
事
業

所
の
皆
様
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

１. 歳入

令和5年度 情報公開制度及び個人情報保護制度の実施状況
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